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国際NGO「サステナビリティー・フロンティアーズ」のリ
サーチディレクター。デイヴィッド・セルビー氏との共著も
含め60本以上の著書がある。

デイヴィッド・セルビー
国際NGO「サステナビリティー・フロンティアーズ」の創
設ディレクター。『地球市民を育む学習』、『グローバル・クラ
スルーム』（ともに明石書店、共著）ほか、多数の著書がある。

サステナビリティー・フロンティアーズ
自然とのつながりを修復、回復することによって人間社会の
変革を目指し、地球の倫理に根ざした革新的な教育の理論や
実践の開発や研究を行う国際NGO。
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づいたものだと思いますか。
　・科学的、技術的な側面に焦点を当てた緩和策は、気候変動の倫理的側面や公平さに関わる側面を
避けていると思いますか。

　・社会・経済的もしくは心理的な根深い問題に焦点を当てたような緩和策は、経済的に豊かな人々
が問題視しないことから実施が難しいと考えますか。

　・これらの対策に対して、どのような種類の抵抗がどのくらい起こり得るでしょうか。それはどこ
から、具体的に社会のどの部分から起こりますか。また、そのような抵抗を避けるような方法が
ありますか。

カリキュラム リンク

ワールド・スタディーズに適している。社会科系の授業が気候変動の影響や緩和策を扱う際に並行して行うとより
効果的である。

出典・参考

以下の文献よりアイデアを得た。
Selby, D. & Kagawa, F. (2013). Climate Change in the Classroom: UNESCO Course for 
Secondary Teachers on Climate Change Education for Sustainable Development.  UNESCO: 
Paris. Activity: ‘Climate Change Mitigation Continuums.’

「日本の気候変動への対応は先進国として遅れていることに驚いた。気候変動の問題の解決に向けて個人の利益より公共の利
益を考えることがより大切であると学んだ」　　高3生徒

「将来社会で働く一員として世界に遅れないように環境保護に必要なクリエイティブなスキルや知識を身につける必要があると
思う」　　高3生徒

気候変動緩和策カード07

1. 持続不可能な消費を、環境への負担がより少
ない個人的な満足感という形に置き換えることに
よって減らす。

2. 原生林の伐採を止める、もしくは禁止する。そ
して植林を広範囲で行う。

3. 建物の断熱材に関しての高い基準を設定する
ことと、新築の建物に地元の再生可能エネルギー
を導入することを法律で定める。

4. 自家用車使用と航空機による移動に「燃料
浪費」税でペナルティーを課すことで、車や飛行
機による移動を減らす。

5. 非都市化を進め、自給自足の持続可能な、
田舎のライフスタイルに戻る。

6. 世界規模の人口増加を抑える、もしくはそれを
くつがえすような対策をとる。

7. フードマイルの少ない地産地消で、地域の食
料に基づいた経済に戻る。

8. 製造業社の温室効果ガスの排出上限を定め
て、温室効果ガスの排出を一掃する。

9. 電気自動車や、エネルギーを効率よく使う飛行
機などのような環境に優しい交通手段に切り替え
る。

10. 化石燃料から再生可能エネルギーに切り替え
る。

11. 高所得国が今までに大量に排出した、温室
効果ガスに対する気候変動開発賠償金を支払う
ことによって、高所得国と低所得国の間に「公
平な条件」をつくる。

12.（国家の幸せや豊かさを最適に測量するため
に国内総生産量ではなく国内総幸福量を使い）
「定常」経済を支持して、経済成長を縮小する、
止める、もしくはくつがえす。
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進め方

Step 1 ２人組みをつくる。各ペアに細長い用紙１枚とマーカーを配り、用紙の長い辺に沿って長い
線を１本書くように指示する。各ペアに「気候変動緩和策カード」を１セット配り、それぞれのカー
ドを線のどこに置くかを考える作業をすると説明する。下図に示す「基準」の１つをペアごとに割り
当て、その「基準」を使ってカードの位置を判断するよう指示する（割り当てる「基準」は同数にな
るようにする）。

〈基準〉の一覧
受け入れられる

実践的
望ましい
現実的
公平な
効果的な

受け入れられない
非実践的
望ましくない
非現実的
不公平な
効果的でない

ペアでどこにそれぞれのカードを置くか決めたら、カードを線に沿って貼り付けさせる。それぞれの
カードの位置関係に注意して置いていくように促す。ペアの間で同意に達しなかった対策については、
意見の不一致の理由を用紙に書き込ませる。［15分］
Step 2 異なる基準が割り当てられた３つのペアを１組にする。６人のグループ内で、各ペア順番に
自分たちのカードの位置関係を説明しその根拠を示すように促す。聞いている他の２組のペアにはあ

気候変動緩和策
の基準

目的・ねらい 気候変動には直接的・表面的要因と、根本的な要因があると理解する
直接的な要因を取り除いて気候変動を緩和すること自体、複雑で、費用がかかり、
大変な努力を必要とするが、根本的な要因を取り除いて気候変動を緩和するには私
たちが前提にしていること、期待していること、ライフスタイル、世界観を変える必
要があると認識する

準備 「気候変動緩和策カード」１セット（各ペア）
模造紙を2つに折り半分に切った細長い用紙１枚、マーカー１本、スティックのり１本
（各ペア）

07

対象学年 時間 ５０分高校２年から３年

えて批判的な質問をするように促す。［20分］
Step 3 クラス全体で全般的な討論やディスカッションを始める前に、各グループからのアクティビ
ティーに対する振り返りのコメント（主な問題点、主な相違点などについて）を促す。［15分］

Step 1 〈基準〉に沿ってカードを置く① Step 1 〈基準〉に沿ってカードを置く②

応用

●Step 2の追加として、それぞれのペアにさらに新しい基準を割り当て、新しい基準がすでに作っ
た位置関係を変えることになるか吟味させる。矢印やコメントを用紙に記入させる。

発展

●生徒個人、もしくはペアで、自分の住む町、市、都道府県でどのような気候変動の緩和対策の例が
あるか調べさせる。それらをこの授業で使った基準の幾つかを使って評価し、短いレポートを書か
せ、次の授業で発表させる。
●校内で取り組むことができる気候変動緩和の行動案を考えさせて、それを行動に移すように促す。

展開の可能性・ファシリテーションのヒント

カードに書かれた気候変動緩和策は、気候変動のはっきりとした直接的な原因を扱うものから、根本
にある問題に対応するものまでを幅広く含んでいる。さまざまな基準をペア活動で使用し、また異な
る基準を使ったペアを一緒に活動させるという手法は、これら両方の対策から生じる問題を浮き彫り
にするためである。
クラス全体でのディスカッション（Step 3）での問いかけとしては次のようなものがある。
　・どの基準が「より良い」気候変動緩和策であると判断するのに適していますか。それはどうして
ですか。

　・温室効果ガスの排出に焦点を当てた緩和策は、根本的な変化を避ける「旧態依然」の考え方に基
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●�「目的・ねらい」はもちろん、かかる「時
間」や必要な「準備」まで提示

●�授業の「進め方」だけでなく、「応用」や「発
展」、「展開の可能性・ファシリテーション
のヒント」なども丁寧に説明

●�そのまま授業で使えるプリントやカードを
アクティビティの最後に収録




